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中城・金武湾の短尾類相

成瀬貢

PS-12

琉球大学理工学研究科２１世紀ＣＯＥプログラム

沖縄島の東岸に位置する中城湾には、シオマネキやトカゲハゼ、オガタザ

クラなど、東アジアに広く分布しながらも中城湾が琉球列島唯一の生息地とな
っている生物が報告されている。また近年にもユンタクシジミやホソウミヒル

モなど多くの新発見が続いており、その生物相は十分に把握されているとは言

えない。そこで本研究では、中城湾と近接する金武湾に生息するカニ類相を調
べ、また発見された未記載種の分類学的な位置づけを行う事を目的とした。

中城・金武湾において行った、潮間帯やSCUBAによる潮下帯での調査、あ

るいはドレッジ、ベイトトラップ、刺し網などによる採集と文献の情報から、

２３科８４属１５３種を記録した。そのうち２種が未記載種、５種が日本初記録種、
そして５種が琉球列島初記録種であった。

本研究で発見されたオサガニ属の未記載種、Mzcmpﾉｶ施航ｍｓｓｐは、眼柄が
非常に長く前側縁に３歯を有する点でメナガオサガニ種群の３種(ＭＳＢ花"ej､Ｍ・

re/escopic“、Ｍｍｊ"o")に類似する。しかしMzcmp肺α伽"SSP・は、１）前側縁の
第２．３歯の先端が尖らない、Ｚ）雄鋏部の咬合縁の歯の位置と形状、３）雄の第１
腹肢先端が短く、急激に外側に曲がる、等の形態学的特徴から、類似する３種

との識別が可能である。また/Mncmph伽/加皿sspの特徴として体サイズが小さい
点も上げられ、Ｍ・杉陀scqpjc“の小型個体として下田や串本、愛媛から報告され

ていた標本も実際はMJcmpﾉi伽ﾉｍ"SSPであることが分かった。
浮原島西沖で雄１個体のみ採集されたコブシガニ類は、甲や第一触角、胸部の
形態からＡ肱属の－種と考えられる。Ａ/ox属には現在までに８種が知られてい

るが、本種Ａ/msp・はＡ/ox,wgosm腕に最も類似する。しかし本種は、１)前側縁の
後方への広がりが弱く、後側縁との境界点が甲長の半分のレベルにある、２）鯉
部の陥没が顕著でない、３)前側縁中央付近の背面・腹面の突出が弱い、４）鉗部

両指が短い、等の形質から区別することができる。今回採集されたＡ伽ｓＰ・は、
甲幅5.8ｍｍしかなく､報告されているAJwgm以加の雄(～14.3ｍｍ)よりだいぶ小
さい。しかしながらＡ伽sP・の生殖器である第一腹肢は十分に成長しており、上
述した形態の違いが成長段階による差とは考えにくい。この点を追認するため

に、両種の様々なサイズの標本を比較する必要がある。


